
経堂五丁目特別保護区 News 第 1 号
ぬ がら

セミの抜け殻を調べたよ
毎年 7 月から 9 月までの活動日には、セミの抜け殻を集めて、この場所に

どんな種類のセミがどのくらい生まれたかを調べています。

8 月 2 1 日にはこんなにたくさん見つかったよ。いま種類とオスとメスを

調べているところ。来月の News には詳しいことを発表できると思うよ。

この中にはどんな種類が入っているのかな？
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アブラゼミ、ミンミンゼミ、ツクックボウシの抜け殻があることが

分かっています。このほかにもどんな種類が見つかるか？

さなぎ きせいばち

キチョウの蛹と寄生蜂 いろいろなトンボ
キチョウはハギの株で育っ

ていました。羽化した蛹の

殻がいくつも見つかってい

ます。活動日に飛んでいた

キチョウはここで生まれた

のかも。寄生蜂は幼虫に卵

を産みつけ、幼虫の体液を

吸つて育ち、幼虫から出て

まゆを作ります。これはハ

キチョウの幼虫に寄生チが抜け出たまゆがいくつ

した蜂のまゆ。 かくつついているもの。

特別保護区の池にはいろい

ろなトンボがやって来ま

す。主な種類は写真のオオ

シオカラトンボ。このほか

シオカラトンボ、アキアカ
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ネ、ムギワラトンボ、ヤブ

ヤンマ、オニヤンマ、イト

コムラサキの葉の上で休む トンボなどが知られていま
オオシオカラトンボ。 す。保護区の池はトンボや

多くの生き物たちのオアシ

スなのです。
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